
色彩遠近法は、色の持つ心理的な作用や視覚的な効果を
利用した空間表現法です。色彩は主に暖色と寒色に分け
られ、暖色系の赤や黄などは、前方に迫り出してくるよ
うな圧迫感を与えます。一方、寒色系の青などは、後方
に向かって吸収されていくように感じます。こういった
色彩が人間に与える視覚・心理的特質を利用し、それぞ
れの色彩を変化や対比させることで、遠い近いなどの空
間を表現する方法です。
一般的な具体例として、深緑の山々がそびえるような風
景をこの方法で描く場合、手前の山は暖か味のある黄色
味などを含んだ緑色で描き、遠方の山々を描くに連れて
徐々に暖色系の色は薄れ、寒色系の青味をおびた色彩で
描くことで、山々が奥へ連なっていくような遠近表現を
することができます。ちなみにこの方法は、空気遠近法
の一部も担っています。
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概要
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